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1.はじめに

北八甲田火山群は東北日本,青森県中央部に位置し (Fig.1),11の小規模成層火

山体からなる火山群の総称である (工藤 ･他,1998).本火山群は噴気活動および

地震活動の存在から,気象庁により活火山に指定されている (気象庁,1996).し

かし,本火山群の最近の噴火活動については,噴火堆積物が見つかっていないことや,

古文書などによる噴火記録が認めら

れていないことから全 く不明であっ

た｡本地域で観察される更新世末期

～完新世テフラについては辻 ･他

(1983)による報告がある.彼等は

植生環境の変遷という観点から研究

を行い,本火山群の湿原において,

十和田火山以外を給源とする数枚の

火山灰層を報告 している.しかし,

その給源については不明であるとし

ており,火山地質学的な議論 も行わ

れていない.本火山群の山体上では,

十和田中扱テフラ(To-Cu;約 5400yr

BP)の上位に数枚のテフラが存在す

る (辻 ･他,1983).今回,これら

のテフラの野外調査, 14C 年代測定,

テフラ構成物の詳細な観察を行った.

その結果,これらが本火山群起源の

降下火砕堆積物であることが明らか

になった｡本論では,北八甲田火山
Figll･Thel∝ationmapofKita-Hakkdavolcanogroup.
SolidtriandesareQuartenaryvolcan帖 .
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群における最近 5000年間の噴火史を報告する.

2.地質 ･地形概説

北八甲田火山群の地質は,南部 ･谷田 (1961),佐々木 ･他 (1985,1986,1987),

村岡 ･高倉 (1988),工藤 ･他 (1998)などによる報告がある･本火山群は八甲田

ヵルデラ形成後に活動を開始 した後カルデラ火山群であり (村岡 ･他,1983),ll

の小型の成層火山体から構成されている (工藤 ｡他,1998) (Fig･2)･噴出物は玄

武岩～デイサイ トの溶岩流,降下火砕堆積物および火砕流堆積物から構成され,溶岩

流に卓越 している (工藤 ･他,1998).八甲田カルデラ形成を伴った八甲田第 1期 ･

第 2期火砕流堆積物 (村岡 ･高倉,1988)の放射年代値 として,冗-Ar年代で第 1

期 :0.65Ma,第 2期 ･.0.40Ma(村岡 ･高倉,1988),TL年代で 第 1期 :o･50Ma,

第 2期 :().25Ma(高島 ･他,1990)と見積 もられていることから,本火山群の形

成年代は 40-25万年前以後 と考えられる.

本火山群の山体は全体的に開析はあまり進んでおらず,深い浸食谷は発達 していな

Fig.2.TopographicmapofKita-Hakkodavolcanogroup.AIphabetsA-Iindicatethelocalities

ofst]-atigraphiccolumnsinFig.4.Contour(solidline)intervalisloom.
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い.火山原面がよく残されており,田茂謁岳,鳴沢台地,赤倉岳,井戸岳,大岳,疏

黄岳では比較的明瞭な溶岩流地形が認められる.本火山群の中で最も新 しい山体であ

ると考えられるのは大岳,井戸岳および赤倉岳であり (工藤 ･他,1998),これら

の山体には新鮮な火山地形が残されている.大岳の西斜面,東斜面,西麓には舌状の

厚い溶岩流が分布 し,溶岩堤防,溶岩じわ,溶岩流末端崖 ･側端崖などの地形が認め

られる.井戸岳の山頂には直径 250m,深さ50mの円形の火口が存在 し,井戸岳南

斜面には直径 150m の円形の側火口が認められる.大岳の山頂には直径 180m,深

さ 30-40m の円形の火口が存在 し,山頂の北東側斜面の 2カ所と南側斜面には直径

20-30m程度の小火ロが認められる.山頂南側の小火口は水がたたえられており,読

沼と呼ばれている.赤倉岳山頂部には北東方に開いた崩壊地形が存在 し,山頂のやや

東方には直径約 50m の火口湖 (赤倉沼)が存在する.これらの新鮮な火山地形は本

火山群が最近まで活動を行なっていたことを示す.酸ケ湯温泉周辺は北八甲田火山群

で最大の熱水変質帯,噴気地帯であり(佐

藤 ･他,1978),酸ケ湯沢上流域や地獄

沼付近では活発な温泉 ･噴気活動が認め

られる.地獄沼は直径約 100mの窪地に

自然湧出の温泉水が溜まった直径約 80m

の沼である｡

3｡テフラの記載

Fig.3にテフラ模式柱状図,Fig.4に

テフラ対比柱状図を示す｡これらのテフ

ラは,本火山群起源の降下火砕堆積物で

ある Hk-Jl～J3および Hk･1-4と,十和

田起源のテフラである十和田 aテフラ

(To-a),十和田 bテフラ (To-b)およ

び十和田中級テフラ (To-Cu)からなる.

Hk-1-4は,本火山群山体上に比較的広

く分布するが,Hk-Jl～J3 は南西山麓の

地獄沼のごく近傍にしか分布 しない.そ

れぞれのテフラは, 新しい方から1,2,

3 と番号を付けた.これらのテフラ層は

噴火休止期を示す土壌層 を挟んでおり,

この土壌層によって区切 られた噴火堆積

物を 1回の噴火イベントを示す 1枚のテ

フラ層とする.これを Hk-Jl,Hk-1 とい

.
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う形で表わす.さらに,時間間隙を示す証拠はないが,テフラ層の内部でも岩相の変

化により細分される層がある.これらを1つのユニットと呼ぶことにする.例えば 1

枚のテフラ層である Hk-4で細分されるユニットを上位から Hk-4a,b,C,d,eとア

ルファベットを付ける方法で記述 した.本研究ではテフラの構成物質を詳しく調べる

ために,デ フラ試料を超音波洗浄 し,細粒物を落とした後,乾燥させて実体顕微鏡に

よる観察を行った.また,その試料を樹脂に埋め込んで薄片を制作 し,偏光顕微鏡に

よる観察 も行った.以下に本地域で観察される本火山群起源テフラおよび外来テフラ

について,それぞれ上位から記載する.なお,火山ガラスの形態分類は町田 ･新井

(1992)に従った.

Fig.4.Str;】Ltigraphiccolumnsforrepresentativesections.Locationsofeachsectionare

showninFig･2･Valuesare14cdateinyrBP.

3-1.北八甲田火山群起源のテフラ

(1)Hk-Jl,J2, J3

Hk-Jl,J2,J3 は,それぞれほぼ同様な分布や構成物の特徴を持つため,ここでは

一括 して記載する.Hk-Jl,J2,J3 は地獄沼のごく近傍でのみ観察される.最 も規模

の大きい Hk-J2でもその分布は地獄沼を中心とした半径 300m程度である.よってこ

れらのテフラの噴出源は地獄沼であると判断できる,Hk-Jl,J2,J3のすべてが観察

できる地獄沼南岸付近の A地点 (Fig.2)を模式地とする.模式地での層厚はそれぞ

れ上位から,.Hk-Jl:2.5cm,Hk-J2:50cm,Hk-J3:1cmである.Hk-Jl,J2,J3は

それぞれの間に0.5-2cm程度の土壌を挟んでおり,それぞれのテフラが数年～数十
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年程度の時間間隙をおいて堆積 したことがわかる.模式地での岩片の最大粒径は Hk-

Jl:2｡m,Hk-J2:30cm,Hk-J3:1cmである.本テフラは灰白色～黄褐色を里する

火山襟凝灰岩であり,基質は粘土質の細粒火山灰で構成されている｡塊状で淘汰は非

常に悪い.岩片はほとんど全てが著しく熱水変質を受けたもので,淡緑色～白色～樺

色を里する.粘土化 している岩片も多 く,指先で簡単に変形 ･破壊できるものもある･

また,微量だが新鮮な火山ガラスや軽石が含まれることがある.この火山ガラスは繊

維状の形態を示 し,淡緑色,淡褐色,透明,白色を里するものがある･この特徴は十

和田 aテフラの火山ガラスの特徴と一致することから,これらは十和田 aテフラの混

入物であると判断される.

(2)Hk-1

本テフラは大岳山頂付近から東山麓にかけて,東北東に明瞭な軸を持って分布 して

おり (Fig.5),噴出時に西風に強 く影響を受けたものと考えられる･等層厚線図か

ら,本テフラの噴出源は大岳山頂部であったと考えられる･H地点付近では層厚 10cm

以下の黄褐色細粒火山灰層であるが,大岳山頂に近づくにつれ層厚,岩片の最大粒径

を増し,山頂付近では層厚 70cm以上で,岩片の最大粒径は 50cmに達する･大岳

山頂火口リム上では本テフラは観察されないが,山頂より南方 180mのところに位

置する鏡沼火口近傍では,黄褐色の細粒火山灰にコーティングされた岩塊 ･岩片が散

Fig.5.IsopachmapforHk-1.Valuesincentimeters.
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乱 している.本テフラはこのような岩片を含む特徴があり,これらの岩塊 ･岩片は本

テフラ起源であると考えられる.したがって,噴出源は鏡沼火口であった可能性が強

い｡本テフラの模式地を仙人岱付近の D地点 (Fig.2)とする.本テフラは塊状で淘

汰は悪 く,ラハ-ル堆積物に良 く似た岩相を示す.しかし,尾根上で連続 して追跡で

きることから降下火砕堆積物であると判断される.本テフラは模式地において,黄褐

色を里 し,火山裸 と細粒火山灰の基質からなる.模式地での層厚は 40cm,岩片の最

大粒径は 4 cm である.火山襟は変質した安山岩片 ･スコリアが多いが,新鮮なもの

も少量含む.また,珪化 した乳白色の岩片も多く含み,これらの岩片は微細なシリカ

鉱物で構成されている.まれにスポンジ状の褐色軽石や発泡の悪い塊状の褐色ガラス

を含むことがある.基質は粘土質の細粒火山灰から構成されている.全ての岩片は基

質と同じ細,粒火山灰によってコーティングされている.コーティング層の厚さは2mm

以下である川このような岩片は,雲仙普賢岳の 1990-1991年噴火において,溶岩 ド

ームの出現の前に起こった水蒸気噴火による堆積物中でも認められている (渡辺 ･他,

1992).また,マグマ水蒸気噴火によるベースサージ堆積物 (waters&Fisher,1971)

に認められることがあり,armoredlapilliと呼ばれることがある.したがって,この

armoredlal:)illiの存在は,噴火に水が何らかの形で関与していたことを示すと考えら

れる.

(3)Hk-2

本テフラは毛無岱湿原と小岳一高田大岳鞍部でのみ観察される.毛無岱湿原では層

厚 4cm以下で,小岳一高田大岳鞍部では 8cm以下である.いずれも局所的にしか

観察されないことから,等層厚線図を措 くことはできない.噴出源は新鮮な火口地形

の残る大岳 もしくは井戸岳であると考え.られる.本テフラは,毛無岱湿原で観察され

るものと小岳一高田大岳鞍部で観察されるものとでは構成物質に違いが認められる.

したがって..これらは別々の噴火によるものであるか,もしくは同じ噴火イベント中

の降下ユニットの違いであると考えられる.これらのテフラ層の上下の土壌の厚さか

ら考えれば,ほぼ同じ時期の噴火の産物である可能性が高い.したがって,ここでは

両者をまとめて Hk-2 とし,それぞれ Hk-2a,Hk-2bと呼ぶことにする.以下にそれ

ぞれを分けて記載する.

毛無岱湿原の B地点 (Fig,2)付近で観察されるものを Hk-2aとする.本ユニット

は灰褐色を里する細粒火山灰層である.井戸岳や大岳により近づくにつれ租粒になる.

本テフラの構成物質は新鮮な安山岩片を主体とする.新鮮な安山岩片は白色～暗灰色

を里し,ブロック状の形態を示すものや表面がごつごつした形態のものが認められる.

量は後者のものが多い.新鮮な岩片の岩質は普通輝石斜方輝石安山岩である.また,

スポンジ状の白色軽石や新鮮な火山ガラスが認められる｡火山ガラスは塊状またはス

ポンジ状の褐色 ガラスが多 く,繊維状の透明 ･褐色ガラスや発泡したスポンジ状ガラ

スも認められる.周 りを薄 く褐色ガラスもしくは軽石質のガラスに取 り囲まれた自形
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の遊離結晶が認められる.変質した安山岩片や白色～樫灰色を呈する珪化岩片も含む

が,量は新鮮な岩片ほど多 くはない

小岳一高田大岳鞍部の F地点 (Fig.2)付近で観察されるものをHk-2bとする.本

ユニットは黄褐色を呈する粘土質細粒火山灰層である.テフラの構成粒子はシル トサ

イズのものが卓越する.構成物は変質した岩片および鉱物片を主体としており,乳白

色～樫褐色を里する珪化岩片を多 く含む.珪化岩片は微細なシリカ鉱物から構成され

ている.また,様々な程度に変質 した安山岩片を含む.変質した岩片は円磨されたよ

うな形態を示すものがある.遊離結晶はほとんどが他形で破砕されたような形態を示

し,自形のものは少ない.新鮮な安山岩片,暗褐色のスポンジ状のスコリアおよび発

泡 した透明火山ガラスも含まれるが,量的には少ない.

(4)Hk-3

本テフラは,堆積物の岩相の違いからa,bの 2つのユニットに分けられる.Hk-3a

および Hk-3bのそれぞれの等層厚線図を,Fig.6およびFig.7に示す.どちらも大岳,

井戸岳山頂付近を中心として同心円状に分布している.したがって,噴出源は大岳も

しくは井戸岳の山頂火口であると考えられる.岩片 ･火山弾の最大粒径が仙人岱付近

の D地点 (Fig.2)で最大であることから,噴出源は大岳山頂火口である可能性が高

い.噴出物の岩質もこの推定と調和的である.Hk-3a,Hk-3bは一部の地域を除き,

常にセットで観察され,露出も良いため,露頭で良い鍵層となる.本テフラの模式地

を仙人岱付近の D地点とする.

Hk-3aは模式地において,塊状で灰褐色を里し,火山襟と租粒火山灰からなる.模

式地での層厚は 10cmである.大部分の岩片は2cm以下であるが,15cm以下の冷

却節理の発達した多面体の火山弾を含むことがある.毛無岱湿原の B地点 (Fig.2)

では層の上部 1-2cmのところに長径 2cm以下の炭化木片がしばしば認められる.

本ユニット構成物質は新鮮な安山岩片を主体とする.新鮮な安山岩片は赦密で発泡が

悪 く,､ブロック状を呈するものが多い.新鮮な岩片の岩質はかんらん石普通輝石斜方

輝石安山岩である.また,量はそれほど多くはないが,白色～褐色を里するスポンジ

状軽石や発泡したスポンジ状火山ガラスが認められる.周りを薄く軽石質のガラスに

取 り囲まれた自形の遊離結晶が認められ,これは軽石から分離したものであると考え

られる.変質した安山岩片や白色～樫灰色を里する珪化岩片も含むが,量は新鮮な岩

片ほど多 くはない.

Hk-3bは塊状で黄褐色を里する粘土質細粒火山灰層であり,模式地での層厚は 5cm

である.テフラ構成粒子はシル トサイズのものが卓越し,最も大きい粒子でも粒径は

1mm 程度である.構成物質の粒度は給源からの距離と･ははは無関係で,どの地点で

も細粒火山灰である.構成物は変質した岩片および鉱物片を主体とする.岩片は様々

な程度に変質した安山岩片からなり,珪化して乳白色を示す岩片が多いのが特徴であ

る.珪化 した岩片は微細なシリカ鉱物から構成されている.変質した岩片は円磨され
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Fig.6.IsopachmapforHk-3a.Valuesincentimeters.

Fig,7.IsopachmapforHk-3b.Valuesincentimeters.



たような形態を示すものがある.遊離結晶は他形で破砕されたような形態を示すもの

が多 く,自形のものは少ない.新鮮な安山岩片も含まれるが,量は少ない.また,ブ

ロック状の褐色～透明火山ガラスや発泡 したスポンジ状火山ガラスも含まれるが,量

は極めて微量である.

(5)Hk-4

本テフラは,大岳よりも東方で良 く露出している.しかし,その他では地獄沼付近

の露頭で確認できるのみであり,露頭の数が少ないため等層厚線図を措 くことはでき

ない｡大まかな分布域を考えてみると,大岳山頂付近を噴出源とし,東北東に分布軸

を持つと推定できる.仙人岱付近の D地点 (Fig.2)で岩片の大きさが最大になるこ

とからも,噴出源は大岳近傍と考えて間違いはないであろう.本テフラは堆積物の岩

相 ･層相の違いから a,b,C,d,eの 5つのユニットに分けられる.これらのユニ

ットが比較的はっきりと識別できる仙人岱付近のD地点を本テフラの模式地とする.

仙人岱付近以外の地域ではこれらのユニットははっきりと識別できなくなり,全体で

灰褐色を里する塊状のテフラ層となる.しかし,黄褐色を里する細粒火山灰層である

Hk-4dは,堆積物の色が他のユニットと違うために,識別が比較的容易である.以下

に模式地における各ユニットの記載を行う｡

Hk-4aは塊状で灰褐色を里 し,火山裸 と租粒火山灰の基質からなる｡層厚は 2.5cm

で岩片の最大粒径は 1.5cm である.Hk-4bは灰褐色を里する細粒～租粒火山灰層で

ある.層厚は 2cmで岩片の最大粒径は 4mmである.Hk-4Cは灰褐色を里する租粒

火山灰層である.層厚は 1.5cm で岩片の最大粒径は 4mmである.Hk-4dは黄褐色

を里する細粒火山灰層であり,層厚は 1cm である.Hk-4eは灰褐色を里 し,火山襟

と租粒火山灰の基質からなる.層厚は 1.5cmで岩片の最大粒径は 1cmである.Hk-

4a,Hk-4C,Hk-4eの構成物質は新鮮な安山岩片を主体とする.新鮮な安山岩片は赦

密で発泡が悪 く,ブロック状を里するものや,ごつごつした形態を示すものが存在す

る｡享た,量はそれほど多 くはないが,細かく発泡したスポンジ状の白色軽石 ･火山

ガラスおよび塊状の褐色火山ガラスが認められる.周 りを薄 く軽石質のガラスに取 り

囲まれた自形の遊離結晶が認められ,これは軽石から分離したものであると考えられ

る.変質した安山岩片や白色～程灰色を里する珪化岩片も含むが,Hk-4aおよび Hk-

4Cでは構成物質の約 80%以上が新鮮な岩片である｡Hk-4eは変質した岩片が比較的

多 く,粒径の大きな岩片に変質 したものが多い.Hk-4bは新鮮な岩片と変質した岩片

をほぼ同量含む.火山ガラスは褐色の発泡の悪い塊状のガラスに富み,繊維状のもの

やスポンジ状のものも含む.新鮮な岩片はブロック状の安山岩片が多い.変質した岩

片は,変質した安山岩片や白色～乳褐色の珪化岩片からなる.遊離結晶は自形のもの

と破砕されたような他形のものが認められる.自形の遊離結晶は周 りを薄く軽石質の

ガラスに取 り囲まれる場合がある.Hk-4dは変質した岩片および鉱物片を主体とする｡

岩片は様々な程度に変質した安山岩片からなり,珪化 して乳白色を示す珪化岩片を少
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量含む.変質した岩片は円磨されたような形態を示すものがある.遊離結晶は他形で

破砕されたような形態を示すものが多 く,自形のものは少ない.新鮮な安山岩片やブ

ロック状の褐色火山ガラスも含まれるが,量的には少ない.また,スポンジ状の軽石

も含むが,量的には極めて微量である.新鮮な岩片の岩質は,いずれのユニットでも

普通輝石斜方輝石安山岩である.

3-2.外来テフラ

(l)十和田 ｡:まテフラ (To-a)

十和田 aテフラは,十和田火山から約 1000年前に噴出した降下火砕堆積物,火砕

流堆積物およびベースサージ堆積物の総称である (町田 ･他,1981).本テフラは

大池 (1972)により命名された｡本テフラの噴出年代は古文書の記録から,町田 ･

他 (1981)により915ADと推定されている.本火山群地域では,層厚 10cm以下

で,5-6(::mのところが多 く,本火山群の全域を覆うように分布 している.本テフラ

は塊状で灰白色を里するガラス質細粒火山灰である.淘汰は比較的悪 く,しばしば粒

径 1cm程度の軽石を含む.構成物は大部分が火山ガラスである.火山ガラスの形態

は,軽石型で繊維状 もしくはスポンジ状 を示す.繊維状を示すものが多い.少量では

あるが,フレーク状を示すものもある.火山ガラスは様々な色を示すのが特徴で,無

色のもののほかに, 淡緑色,淡褐色を里するものがあり,しばしば黒曜石も含まれて

いる｡遊離結晶としては斜長石,斜方輝石,普通輝石,磁鉄鉱,イルメナイ トが認め

られる.石質岩片の量は少ないが,灰色の安山岩片や暗灰色のスコリアが認められる.

本地域で見 られる本テフラは,淘汰が悪いという特徴から,降下ユニットである大音象

軽石 (Hay;;Lkawa,1985)よりも,火砕流堆積物である毛馬内火砕流堆積物 (中川 ･

他,1972;Hayakawa,1985)に対比されると考えられる.なお,辻 ･他 (1983)で

は,毛無岱湿原や谷地湿原において本テフラの上位に白頭山苫小牧テフラ (B-Tm :

町田 ･他,1981)の存在 を報告 しているが,本研究の調査では認められなかった.

一部甲露頭では,To-aの上位に 1-2cm の土壌を挟んで白灰色の細粒火山灰がのっ

ているのか確認されたが,その構成物は To-aと全 く同じであった.よって,これは

To-aの再堆積物層であると判断される.

(2)十和田 bテフラ (To-b)

十和田 bテフラは十和田火山から約 2200yrBP(大池 ･庄司,1974)に噴出した

降下火砕堆積物である.本テフラは大池 (1972)により命名された.本火山群地域

では毛無岱湿原および地獄沼周辺で認められるにすぎず,厚さも 5mm以下である.

本テフラは灰白色を里する細粒火山灰であり,発泡の悪い白色軽石,火山ガラス,遊

離結晶およびごく微量の灰色の安山岩片から構成される.火山ガラスの形態は繊維状,

スポンジ状,フレーク状を示す.火山ガラスは大部分は透明～白色を里するが,褐色

を里するものもある.繊維状の火山ガラスは十和田 aテフラ中の火山ガラスと非常に
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よく似ている.遊離結晶としては斜長石,斜方輝石,普通輝石,磁鉄鉱およびごく微

量の角閃石が認められる.石質岩片の量は少ないが,灰色の安山岩片や暗灰色のスコ

リアが認められる.

(3)十和田中掘テフラ (To-Cu)

十和田中扱テフラは十和田火山から約 5400yrBPに噴出した降下軽石堆積物であ

る (早川,1983).本テフラは大池 ･他 (1966)により命名された.本地域での厚

さは 5cm 以下であることが多いが,南方-いくほど層厚が増加 し,猿倉温泉付近で

は上下のユニットを合わせて 17cm に達する.本地域では,辻 ･他 (1983)の記載

で示されているように,粒度の違いから 2つのユニットに分けられる.両ユニット

共に塊状で栓灰色を呈する降下軽石堆積物で,上部ユニットは細粒火山灰,下部ユニ

ットは租粒火山灰である.小岳山頂付近では,下部ユニットの軽石の最大粒径は 3mm

である.どちらのユニットも構成物に違いは認められないが,上部ユニットはより違

離結晶に富む.本地域では主に下部ユニットが良く観察される.上部ユニットは欠 く

ことが多 く,レンズ状になっているところもある.本テフラは,軽石,火山ガラス,

遊離結晶および少量の灰色～暗灰色の安山岩片から構成されている.遊離結晶は斜長

石,斜方輝石,普通輝石,磁鉄鉱,イルメナイトからなり,斜長石に富んでいる.軽

石はスポンジ状で白色～淡黄色を里する.火山ガラスは軽石型でスポンジ状を里する.

4.噴火の規模

本火山群起源のテフラについて噴出量を見積 もった.等層厚線図を措 くことができ

た Hk-1,Hk-3a,Hk-3bについてはHayakawa(1985)の経験式で求めた.Hk-1,Hk-3a,

Hk-3bの層厚と分布面積の関係図をFig.8に示す.それらのテフラの層厚一面積曲線

は Hayakawa(1985)の等体積線 とほぼ平行 している.体積はそれぞれのテフラに

ついて最も精度の高い等層厚線から求めた.その結果,Hk-1:6×106 m3,Hk-3a:9

×106 m3,Hk-3b:4×106 m3となった.Hk-Jl,Hk-J2,Hk-J3,Hk-2および Hk-4に

ついては,露頭観察からわかっているおおよその分布域に適当な層厚をかけて求めた.

そのため,求めた体積はかなりの誤差をともなうものであるから,オーダーで示すこ

とにする.Hk-Jl,Hk-J2および Hk-J3については,最も規模の大きい Hk-J2が 104m3

程度,Hk-Jlおよび Hk-J3は 103 m3以下であり,Hk-Jl,Hk-J2,Hk-J3全て合計 して

も104m3のオーダーであろう.Hk-2aおよびHk-2bはそれぞれ 105m3程度,Hk-4は

106m3程度となる.

5.噴火年代

BとD地点 (Fig.2)で,テフラ直下の土壌 7点およびテフラ中の炭化木片 1点 (Fig.
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Table.1. Resultof14cdating.
_ ____ _

Localjtyl)stratigraphic Material C N C/N 5'3C '4cdate Labno

position21 (%) (%) ratio (%) (yrBP) (NUTA-)

D Be一ow Hk-1 SoiJ 6.64 0.27 24.4 -27.6 2070±110 5643

B Below Hk12 Soil 6.65 0.17 38.7 -28.6 2990j=90 5793

B tnHk-3 Charcoal -25.6 3820±100 5351

B Be一ow Hk-3

D Be一ow Hk-3

D Be一ow Hk-4

D BelowTo-Cu

B Be一owTo-Cu

Soi1 9.96 0.18 55.8

SoH 8.21 0.24 34.5

SoH 13.14 0.32 40.6

Soi一 10.44 0.22 46.3

SoH 10.67 0.34 49.2

ー28.3 3760±80 5792

-27.5 3720±90 5642

-28.5 4240±90 5695

_28.3 5250±90 5696

-28.8 5320±90 5790

1)seeFig.2;2)seeFig.4

一一22 9 -



4) を採取 し,そ れ らの 14C 年代を名古屋大学のタンデ トロン加速器質量分析計

(Nakamuraeとれ 1985;中村 ･中井,1988)を用いて測定した.試料の調製方法

は,okunoetal.(1997)にしたがった.また,試料の∂13C値を気体用質量分析計

により測定し,同位体分別効果を補正した (中村,1995).

測定結果を Tablelに示す.14C年代値は,Libbyの半減期 5568年を用いて算出

し,西暦 1950年から遡った年数で示している.前処理後の試料は,炭素含有量 (C)

が 6-20%,炭素/窒素比 (C/N) も 24-56と共にきわめて高く,これらは 14C年

代測定に適 したものと判断できる (Okunoeta1.,1997).okunoetal.(1997)は,

テフラ直下の土壌の 14C年代から,その噴出年代を推定できると考えた.今回,その

信頼性を検証するため,To-Cu直下の土壌も 2点測定した.得られた 14C年代値は,

5320±90yrBP (NUTA-5790)および 5270士90yrBP (NUTA･5696)であり,炭

化木片の年代値 (5390±140yrBP,GaK-9761;早川,1983)も含めて,これらは

よく一致 している.また,Hk-3 についても,直下の土壌と含まれる炭化木片の年代

値はよく一致している.その他の年代値も,すべて層序と良く調和 しており,概ね妥

当なものと判断できる.したがって, 各テフラの噴出年代は,Hk-1が 2.1kyrBP,

Hk-2が 3.OkyrBP,Hk-3が 3,8kyrBP,Hk-4が 4.2kyrBPであると判断できる.

Hk-Jl,Hk-J2,Hk-J3は To-aの上位であるので,噴火は数百年前と考えられる.

土壌の厚さを考慮すると400-500年前であった可能性が高い.

6.噴火様式の推定

本火山群起源のテフラについて,構成物質の観察結果から噴火様式を推定 した｡

Hk-2a,Hk-3a,Hk-4a,Hk-4C,Hk-4eは主に新鮮なブロック状の安山岩片から構成

されている.これらのテフラには新鮮な火山ガラス,スポンジ状の軽石,ガラスに包

まれた自形の遊離結晶なども含まれている.Hk-3aでは,冷却節理の発達した多面体

の火山弾が含まれており,一部の地域では炭化木片が認められる.したがって,これ

らはマグマ物質が関与 した噴火の産物であると考えられ,構成物質が新鮮なブロック

状安山岩片に富むことから,噴火様式はブルカノ式噴火であったと判断される.Hk-

4bは変質 した岩片がかなりの量含まれているために判断が難 しい.火山ガラスを比

較的多 く含むが,すでに二次鉱物が生成しており,本質物質であるかどうかの判断も

容易ではない.しかし,火山ガラスが角張った形態もしく飛沫状の形態を示 し,新鮮

な岩片としてブロック状の安山岩片を多 く含むことから,プルカノ式噴火であったと

判断した.一方,Hk-Jl,Hk-J2,Hk-J3,Hk-1,Hkl2b,Hk-3bおよび Hk-4dは変質

した安山岩片や珪化岩片を主体 とし,粘土質の細粒物質に富む.また,Hk-1では水

の関与を示す armoredlapilliが認められる.したがって,これらの噴火は水蒸気噴火

であったと考えられる.これらのテフラにも少量ではあるが新鮮なガラスや新鮮なブ

ロック状岩片が含まれることはある.しかし,構成物質が熱水変質した物質に富むこ
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と,および粘土質の細粒物質に富む特徴から,水蒸気噴火であると判断した･

7.まとめ

本火山群の最近 5000年間の噴火活動史をまとめた図をFig･9に示す･本火山群で

は最近 500-3年間の間に 7回の噴火イベントがあった･噴火様式は水蒸気噴火もしく

はブルカノ式噴火である.Hk-1,Hk-2,Hk-3,Hk-4の噴出源は大岳山頂部の火口で

あると考えられる.Hk-2は井戸岳火山である可能性 もある･これらの噴出量は 106

～105m3であり,噴出源から4-7kmの範囲で分布を確認できる･大岳火山は 2･1kyr

BPの Hk-1の噴火以来,噴火を起こしていない･Hk-Jl･,Hk-J2･Hk-J3の噴出源は火

山群南西山麓の地獄沼である.これらの噴出量はそれぞれ 104 m3以下で･噴出物は

火口の周囲 300m程度にしか分布 していない･HkJl,Hk-J2･Hk-J3の噴火年代は,

十和田 aテフラと土壌の厚さの関係から,400-500年前であったと推定される･以

上のように.噴火の規模はいずれも噴出量が 106 m3以下の小規模なものである･水

蒸気噴火に限って見た場合,大高から噴出した Hk-1や Hk-3bなどは 106 m3オーダ

ーが多 く,奥野 (1995)の示 した噴火規模の範囲内に入る一般的なものである･た

だし,地獄沼から噴出した Hk-Jl,Hk-J2,Hk-J3は,火口近傍が緩やかであったため･

Fig･9･Sum]lnaryoferuptivehistoryduringthepast5000yearsatKita-Hakkodavolcanogroup.
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きわめて小規模 (104m3オーダー)でも保存されたと考えられる.
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Abstract

TheeruptivehistoryofKita-HakkodavolcanogroupJ'nthenonheastJapanarcdurlng

thepast5000.yearshasbeendeterminedbytephra-stratigraphyandAMS14cdating･

Kita-HakkodavolcanogroupcompnseselevensmaH-scalestratovolcanoes.Weidentified

seventephralayers(Hk-Jl,Hk-J2,Hk-J3,Hkll,Hk-2,Hk-3andHk-4indescending

order)eruptedfromthisvolcanogroup.

TheHk-Jl,Hk-J2andHk-J3tephraswereeruptedfromJigokunumaPond(100min

diameter)situatedonthesouthwestemfootofOdakevolcano.Thedistributionsofthese

tephrasare一imitedtheareawithin300mfromthevent.Thesetephraswerederivedfrom

phreaticeruptions･Themagnitudeofeacheruptionislessthan104m3involume･Judging

fromstratigraphicrelationwiththeTowada-atephra(AD915),theeruptionageofHk-Jl,

Hk-J2andHk-J3isestimatedtobe500-400yearsago.

TheHk-1,Hkl3andHk-4tephraswereeruptedfromthesummitcraterofOdake

vo一cano.ThesourceventoftheHk-2tephramaybeOdakeorldodakevolcano.The

distributionofeachtephraisrestrictedin417kmfromthevents.Thesetephraswere

derivedfromphreaticorvulcanianeruptions.Thevolumeofthesetephrasrangesfrom

106to105m3.0nthebasisofradiocarbondates,theiragesareestimatedtobe2.1kyrBP

forHk-1.3.0kyrBPforHk-2,3.8kyrBPforHk-3and4.2kyrBPforHk-4.

Keywords:Kita-HakkodavolはnOgroup.Eruptivehistory,AMS14cdating,Eruptivestyle,

Magnitudeoferuption
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